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気をつけて! 訪問買い取り業者との契約

　「不用品を買い取ります」「貴金属はありませんか？」と言ったように、事業者が消費者宅を訪問し、
消費者の物品を買い取る取引を「訪問購入」と言います。
訪問購入の場合、事業者が消費者の家へ突然訪問することは禁止されています。
　事前に電話連絡をしてきた場合でも、「不用品を無料で回収します」と言っておきながら、訪問して
きた際に「貴金属を見せて」と言うなど、当初の約束とは違う物品の売却を求めることも禁止されて
います。このように、「貴金属を安価で買い取られた」というトラブルが報告されています。訪問購入
業者との契約は慎重にしてください。
●当初の予定とは違う物品の売却を求められたら、その場ではっきり断る。
●本当に売りたいものがある場合は、事前に相場を調べておく。
●売るつもりのないものや、大切な思い出の品などは絶対に見せない。
●事業者の名前や電話番号の書いてある「契約書」を必ずもらうこと。
●書面を受け取ってから８日間はクーリング・オフができます。この期間
内は物品の引き渡しを拒むこともできるので、この期間内は物品を渡さ
ないこともトラブルを防ぐ方法の一つです。

【みんなで八峰町をキキョウの一大産地に!】

【八栄子の手づくり 焼きだまこ】 地域の人の話を聞いて、
大地と自然と人のつながりを考えます

ふたつ森お
もり

北川 裕也（きたがわ ゆうや）さん
平成８年６月生まれ。職業は、米、キャベツ、キキョウ、
メロンを栽培している専業農家。趣味は、DVD鑑賞。
好きな食べ物は、ラーメン。

◉Uターンして農業の世界へ
　一度この町を離れて都会に出て行ったのですが、
やっぱり田舎暮らしというか、自然が身近にあった
方が落ち着くというか、都会がなかなか合わなくて
帰ってきました。
　この町に帰ってきて、最初はネギの作業の手伝い
をやっていましたが、そこからだんだん農業に染ま
っていきました。
　生薬（キキョウ）については、能代農業技術セン
ターで研修を受けているときに、役場の方から「キ
キョウもやってみてほしい」という話を受け、一緒
に勉強する形になりました。
　今年から本格的に独立をして現在は、米を２町３
反歩（約２３，０００㎡）、キャベツを２反３畝（２，

話をしてくれた人

今後も「八峰白神ジオの恵みプロダクト」を募集します。詳細はお問合せください。

■問合せ先　八峰白神ジオパーク推進協議会事務局（八峰町産業振興課内）
☎0185‐76‐4605　FAX 0185‐76‐2203

八峰町ならではの食の魅力を発信する「八峰白神ジオの恵みプロダクト」を開始しました。
参加していただいた商品を紹介します。

八峰白神ジオの恵みプロダクトの紹介
連載130回

▲八峰産キキョウの根の選別作業の様子

白神山地の清水で作った自家製あきたこまち
１００％の焼きだまこです。お米の胚芽を残
して栄養と本来の味を引き出しました。ふっ
くらつややかでおいしいです！おらほの館で
販売しています。

阿部 八栄子さん

●八峰町消費生活相談窓口（産業振興課） TEL：0185-76-4605
　Ｅ-ｍａｉｌ：ｓａｎｇｙｏ＠ｔｏｗｎ.ｈａｐｐｏｕ.ａｋｉｔａ.ｊｐ
●秋田県生活センター北部消費生活相談室 TEL：0186-45-1040

３００㎡）、キキョウを３畝（３００㎡）、メロンを
ハウス１棟で栽培・出荷しています。

◉農業という仕事に携わって
　農業は、天候によって作業内容が変わるので、予
定通りに進まないことも多々ありました。それでも
１年目はなんとか出荷することができ、ほっとして
います。すべて自分自身で施肥設定や追肥、病気や
虫に対する防除を考える必要があり、創意工夫をし
て収量を上げようと試行錯誤していく過程にやりが
いを感じました。
　仕事に対する今後の目標としては、今のところは、
自分の代で農業をやめてしまうことがないように、
なんとか続けられる形になっていければいいなとい
う感じですね。
　キキョウ栽培では、育てる過程が結構簡単で手間
もかからないので、空いた土地に植えることでちょ
っとしたおこづかいになります。みんなが少しずつ
栽培することで八峰町がキキョウの一大産地になっ
てほしいと思います。そして、キキョウが、キャベ
ツ、ネギ以外の戦える農作物になればいいなと思い
ます。

消費者庁 イラスト集より

白神の恵みに生きる
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